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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

〇 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に遅

れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 

（意見等） 

 本研究は、数学・物理における様々な局面に登場する多重ゼータ値に関して、「次元予想」に基づいて

これまでに得られている関係式間の相互関係を総括し、統一的な理解を目指すものである。研究は５つの

テーマを設定して進められているが、これまでの研究において「積分‐級数関係式」族の発見や、「合流

関係式」族の発見・証明、「合流関係式」と「アソシエーター関係式」とが等価であることの証明など、

大きな研究成果を上げており、多重ゼータに関する統一的理解に向けて着実に研究が進展している。ま

た、これらの研究成果において本研究費で雇用した若手研究者が大きな貢献をしており、本計画を進展さ

せるためのマネジメントの点においても高く評価できる。 

 

  

【令和５(2023)年度 検証結果】 
 

検証結果   当初目標に対し、期待どおりの成果があった。 

 この四半世紀の間に証明あるいは予想されてきた多重ゼータ値のなす代数や種々の関係

式の相互関係を明らかにし、統一理論を確立することを究極の目的とした研究である。研究

代表者、研究分担者及び本研究経費で雇用されたポスドクが新しい関係式の発見や関係式

間の相互関係の発見・証明を行うなど、統一理論へ向けた目覚ましい成果を上げている。連

携研究者も併せると、本研究により多重ゼータ値に関する国際拠点の一つが確立されたと

考えることができ、今後の発展も十分期待できる。 
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